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を感じさせる挨拶がありました。
〔講演会〕
　記念式に引き続き，本学教育学系教授の山内芳
文先生を講師にお招きしての講演会「子ども・本・
学校－絵でみるヨーロッパ教育文化史」が開催さ
れ，附属図書館ボランティア，図書館部職員ら約
４０名が出席しました。
　山内教授は古代・中世・近世から近代までの書
物の変遷と教育の変遷について，書物の形態・材
質，教育が行われる場所，教育現場で使われた書
物等を題材として説明されました。
　また，附属図書館の貴重書庫に保存されている
図書やの画像，山内教授が栽培されたパピ
ルスといった「目で見る資料」を数多く交えなが
らのお話で，参加者が初めて見る本物のパピルス
に驚いたり，貴重書の重厚さ，古書の色鮮やかさ
に感心する場面も多くありました。講演は約５０分
の予定で行われましたが，時間が足りなくなるほ
どの豊富な内容に参加者は熱心に耳を傾けていま
した。
　講演終了後には質疑応答が行われ，参加者の関
心の高さを示すような質問がありました。
　５周年という節目の記念式・講演会を終えて，
附属図書館ボランティアからは「先生方のお話を
伺って力を得た思いがする。」との声もあり，活
動に対する熱意が一層高まっていることがうかが
えました。
（図書館公開係）
講演をする山内教授（左上）と参加者（右下）
としょかんミニガイド
Ｑ：中央図書館では，今日の新聞はエントランス
ホールにありますけど，昨日の新聞やもっと古
いものはどこにあるんですか？
Ａ：１階にありますよ。タイトル別にだいたい１０
日ごとにまとめてあります。日本の主要新聞は
２ヶ月くらいで縮刷版が出ます。１階新聞コー
ナー奥の小さい部屋の電動書架にありますの
で，そちらを見てください。もっと古いものだ
とマイクロフィルムで所蔵しているものもあっ
て，そうなると視聴覚メディア室にあります。
スポーツ新聞などは体芸図書館に揃っています
から，まずはで検索するのを忘れないで
くださいね。
Ｑ：実は，あるテーマについて記事を追いたいと
思っているんですが…
Ａ：縮刷版には索引がついていますから，それで調
べられますけど，ちょっと大変かもしれないです
ね。最近の記事についてだったら，主要な新聞は
などで記事の中の言葉から検索できま
すから，それを使ってみてはどうですか。
（http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/reference/
haichizu/t-２fb-new.html）
Ｑ：それはどこで使えるんですか？
Ａ：図書館で使えるものは，中央図書館２階のボ
ランティアカウンターの横に並ぶ端末が
優先のもので，朝日新聞，毎日新聞，日本
経済新聞の検索ができます。（毎日新聞は１９９９
年分までになります。）新聞によりますが，だ
いたい９０年代以降のものですね。特に朝日新聞
は今年からではなく“”という記
事検索サービスが使えるようになりました。
新聞記事の探し方について
筑波大学附属図書館報
Ｑ：新聞でよく使われる言い方に気をつけるとい
うことですね。ところで海外の新聞はどう調べ
るのでしょうか。
Ａ：海外の新聞を調べる場合，まず図書館で購入
している新聞はほとんどが１年分しか保存して
いないので気をつけてください。その場合，入
手したいものがあったら，学外への複写申込を
したり，閲覧に行ったりすることになります。
これは雑誌論文などと同じですね。検索する資
料としては，１９９９年までのものになりますが，
“	
”と“	
”
のがあります。それから，	

は使ったことがありますか？
Ｑ：いいえ。どういうものですか，それは？
Ａ：電子図書館のトップページに「学術論文情報
データベース」というのがありますが，そこか
らたどれます。これには５０以上もの様々なデー
タベースが入っていて，新聞記事に関するもの
もいくつかあります。それぞれのデータベース
の説明や使い方に目を通して，活用してくださ
い。それに海外に限らず日本のもそうですが，
このごろはどの新聞もインターネット上でサイ
トを開いていますね。簡単な検索ができるもの
もありますよ。
　（	
について：としょかんミニガイド
　「つくばね」２５４９１１，２０００に掲載
　http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/
　tsukubane/２５０４/ask２５０４.html）
Ｑ：便利ですねえ。
Ａ：そうですね。でも冊子体の資料も有効ですよ。
特に古いものだと電子媒体ではまだ少ないです
ね。「ニュース事典」とか「新聞集成」といっ
たタイトルで，明治・大正・昭和の主だった記
事をまとめたものがあります。
Ｑ：なるほど。
Ａ：電子図書館の「レファレンスデスク」のペー
ジを開くと，「あることがら・事実について調べ
る」というページがあります。そちらに新聞記
事の検索資料をまとめてありますので，参考に
してください。
（http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/reference/
　newspaper.html）
Ｑ：わかりました。やってみます。
Ａ：何かわからないことが出てきたら，またどう
ぞ質問してください。
Ｑ：“”ってなんですか？
Ａ：“	
	”の略称で
す。地方版を含めた１９８４年からの朝日新聞と，
の記事が検索できます。新聞記事のほう
は，面によっては当日の朝刊も検索対象になっ
ています。
Ｑ：簡単に使えるんですか？
Ａ：簡単ですよ。記事の全文が検索対象になりますか
ら，とりあえず思いついた言葉で検索できます。
Ｑ：良さそうですね。
Ａ：一つ気をつけてほしいのは，統一されたキー
ワードというものがないので，いろいろな表現
が考えられるという点です。たとえば，「首相」
「総理大臣」「総理」では検索結果の数が違って
きます。「不登校」と「登校拒否」なんていう
のでも変わってきますね。でも実はこういうこ
とはに限らず何か検索するときにはいつ
も気をつけたほうがいいんですよ。
図１　DNAのトップページ画面
図２　DNA検索結果見出一覧画面
